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【概　要】

歯科心身医療は医学的に説明困難な口腔症状を解決する分野である。医学的に説明困難な口腔症状とは、歯科的、医科的に明か

な原因が無いにも関わらず症状を訴えるものであり、症状の発現には心理社会的因子が関与している。本コースでは、医学的に

説明困難な口腔症状を訴える患者に対するアプローチについて理解する。

【学修目標】

(1) 歯科心身医療とはどの様なものかが説明できる。

(2) 医学的に説明困難な口腔症状とは何かが説明できる。

(3) 医学的に説明困難な口腔症状を訴えている患者の診断について説明できる。

(4) 医学的に説明困難な口腔症状を訴えている患者の治療的アプローチについて説明できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 講義 心身医学、精神医学、歯科心身医学、臨床心理学、口

腔内科学

安彦 善裕

佐藤 惇　

吉田 光希

2 臨床実習（１） 口腔内科相談外来の見学 安彦 善裕

佐藤 惇　

吉田 光希

3 臨床実習（２） 患者の医療面接、治療計画の立案 安彦 善裕

佐藤 惇　

吉田 光希

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

レポートにより評価する。

【教科書】

特になし

【参考書】

歯科医師・歯科衛生士のための認知行動療法　松岡紘史、安彦善裕　医歯薬出版

【学修の準備】

受講前に本コースの目的を理解し、準備をする。


